
(11月下旬号]

発行所

長崎県大村市 250倭J:¥l1

大村市役所

印刷所つじ印刷所

定価一部五 円

(方ァ265号)りよ〈毎月1日，10日，to日発行〉

市
長
、

市
議

補
充
名
簿
の

資
格
の
あ
る
人
て
も
登
録
し

川

な
い
と
投
票
て
き
ま
せ
ん

十
二
月
八
日
執
行
の
大
村
市
長
選

一
挙
お
よ
び
大
村
市
費
議
員
補
欠

担

選
昔

、
つ
ぎ
の
要
領
で
調
製
い

阿
盟
た
し
ま
す

ω
で
、
資
格
の
あ
る
人

q
L
伺

M

E

月
並
は
申
請
期
同
中
に
も
れ
な
く
申
請

円
=
一
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
時
一

5
口
一
と
く
に
補
充
名
簿
は
登
録

，o
月
-

和
制
一
申
請
を
し
な
い
と
名
簿
に

昭
制
一
登
録
さ
れ
ず
、
名
簿
に
登

伺
一
録
さ
れ
て
お
ら
な
い
人
は

た
と
え
選
挙
権
が
あ
っ
て

(ー)

も
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
の

で、

ご
注
意
く
だ
さ
い。

補
充
選
挙
人
名

抽
出
の
登
録
資
格

が
あ
る
人

置鍾置孟皿盛盤蛮H盟

11月30日は市民税第三

期分の納期限です。

なるべく早自に納めて

ください。

充
名
簿
は
、
十
三
月
三
日
と
十
二

月
四
日
の
二
日
間
、
一
般
の
縦
覧

に
供
し
ま
す
の
で
、
申
請
さ
れ
た

人
は
ぜ
ひ
名
簿
に
鷲
録
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
お
た
し
か
め
く
だ

さ
い
。

注

二:aユ
}@、

(
補
欠
)

の
選
墓
・
'

日日

まか

でり

申登

請録

は
H
月
町

者登登にんので 二者室七昭

U 襲警 認 お ま ぶ 十(ぎ 日ftJ
格陪し:衆選年 八日白て 以 ニ
がが た 議 苧 九 日和い前十

宅悲要議会早老 十議宮 五
てつ選員待五に 五 二六 年
登た苧総お日空 年十村八
録者人選よ現 れ十才可月
もお名挙び在た 以 L ー
れよ 簿の 、調者 一上庄一
のび に 際 乙 製)月の砂T十

ず日 ますな分 間一 十
申のせ とおかで 目

ん 、、ら 2
請 午 の申乙二時 二月
し後で 請 の 午 闘 十一
て五 、 普申 後ほ日ナ

く時士 妥話芸午ま 十
だま 付間孟前で き
さで月 けをで八 の 口

いに三阜望 竺四宮
必十 五言 ii 干日十

申
請
の
方
法

不
在
者
投
票
の
で
き
る

事
由

乙
の
不
在
者
投
票
を
行
な
う
場
合

は
、
投
票
の
公
正
を
期
す
る
た
め

一
定
様
式
の
証
明
書
の
提
出
な
ど

申
請
の
期
間

①
大
村
市
外
に
職
務
ま
た
は
業

務
に
従
事
中
で
あ
る
と
き
。

①
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は

業
務
に
従
事
中
で
あ
る
と
き

①
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
、
不
具

も
し
く
は
産
仰
に
あ
る
た
め

火
災
予
防
運
動
期
間
中
つ
ぎ
の
と
お
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
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-

不

在

者

投

票

の

で

き

あ
期
間
昭
和
三
十
五
年
十

一
月
二
十
七
日
か
ら
十
二
月
ヤ
補
充
名
簿
の
申
請
期
間
中
(
十

七
日
ま
で
(
日
閥
、
祭
日
を

一
一
月
二
十
七
日
か
ら
十
一

合
む
。
)

一月
三
十
日
ま
で
)
現
在
有
効

2

投
票
用
紙
等
の
請
来

一な
選
挙
人
名
符
を
一

般
の
閲
覧
に

お
よ
び
投
票
時
間

一供
し
ま
す
の
で
、
乙
の
期
間
中
に

午

前

八

時

三

十

分

か

一名
縛
登
録
の
有
無
を
お
確
し
か
め

ら
午
惨
五
時
ま
で

く
だ
さ
い
。

M-m日
お
米
屋
を

変
え
ら
れ
ま
す

米
の
配
給
を
受
け
て
い
る
か

た
で
お
米
屋
を
変
え
た
い
か
た

は
十
一
月
二
十
四
日
(
木
)
か

ら
二
十
五
日
(
金
)
ま
で
に
市

民
課
(
ま
た
は
出
張
所
)
に
登

録
変
更
申
請
書
を
出
し
て
く
だ

さ
い
。
(
主
食
通
帳
と
印
か
ん

が
必
要
で
す
)

(

市
民
課
)

来
年
小
学
校
に
入

学
す
る
子
を
調
査

不
在
者
投
票
の
取
扱
い

百
日
咳
と
ジ
フ
テ
リ

ア
の
予
防
接
種

本
月
末
ま
て
に
選

挙
人
名
簿
を

ζ
覧

く
だ
さ
い

松

原

出

張

所

東

大

村

小
学
校

ロ
・

9

ロ
・

9

…
口
M
山

川

nnu
川

…
同
月

一

川

内

f』
川

川4
・E
・
川

一
は

…

近

く

任

期

が

一

立

候

補

凶

器

臼

こ

川

1
3
川
満
了
す
る
た
め
一

十
二
月
三
日

犬

山

f
…

に
行
な
わ
れ
る
一
投
票
日

十
二
月
八
日

治
J

九

川

置

-m・
山

大

村

市

長

一の
日
程
で
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

』

に

u
L
川

選

挙

お
よ
び

一
っ
て
お
り
ま
す
が
、
乙
の
選
挙
に

市

山

梨

川
一
名
欠
員
(
十

一お
け
る
補
充
選
挙
人
名
簿
の

一
月
二
十
日
現
在
)
の
た
め
に
行

一調
製
袈
領
お
よ
び

不
在
者
投

ι
f
h
な
わ
れ
る
大
村
市
議
会
議
員

一票

の
取
扱
い
は
つ
ぎ
の
と
お
り

・
・
補
欠
選
挙
は
、

一と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら

4
ノ

告
示
日

十
一
月
二
十
七

一せ
い
た
し
ま
す
。

口
H

第
三
回
目
の
百
日
咳
と
ジ
フ

テ
リ
ア
予
防
接
種
を
つ
ぎ
の
と

市

長

選

挙

お

よ

び

市

議

会

議

員

補

お

り

実

施

し

ま

す

。

欠

選

挙

に

使

用

す

る

選

挙

人

名

簿

第

二
回
ま
で
受
け
た
か
た
、
ま

は

、

昨

年

九

月

十

五

日

現

た

は

来

年

小

学
校
に
入
学
の
子

在
調
製
の
基
本
選
挙
人
名

ど
も
は
必
ず
接
種
し
て
く
だ
さ

簿
お
よ
び
十
一
月
二

十
日
に
執

い

。

行
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選

当
日
は
母
子
手
帳
を
も
っ
て
き

挙
に
際
し
て
調
製
し
た
補

で
く
だ
さ
い
。

注

昨

年

九

月

十

五

日

現

在

充

選

挙

人

名

簿

な

ら

び

に

乙

松
原
出
張
所
は
河川
月
8
日
の
予

調

製

の

基

本

選

挙

人

名

の

選

挙

に

際

し

て

調

魁

す

る

補

充

定

巻

9
日
に
変
更
し
ま
し
た
。

簿
の
登
録
資
格
者
と

は

、

-

-

選

挙

人

名

符

の

三

種

類
で
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年

実

施

場

所

第

三
回

昭
和
一ニ
十
四
年
六
月
十
五
日
ま
一
所
定
の
申
請
書
用
紙
に
よ
り
、

主
し
た
が
っ
て
今

年

の

六

月

に

四

月
小
学
校
に
入
学
す
負
童

三

浦

出

張

所

目

2
日

で
大
村
市
に
住
所
を
定
め
た
人
一
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
一
皆

さ

ん

の

各

世

帯

か

ら

提

の

調

査

を

行

な

い

ま

す

。

鈴

田

出

張

所

ロ
・

2

年
賀
は
が
き
の
売
り
出
し

で
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
一
た
は
関
係
出
張
所
へ
申
請
し
て
く一

出

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

昭

和

二
十
九
年

四

月

二

日

生

れ

市

役

所

ロ

-m

一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
を
い
い
一
だ
さ
い
。
申
請
書
用
紙
は
備
え
つ
一

名

簿

登

録

資

格

調

査

書

に

か

ら

昭

和

三
十
年
四
月
一
日
生
中
央

公
民
館

ロ

-
M

郵
政
省
で
は
お
年
玉
っ
き
年

と
ん
ど
の
衆

議

院

議

員

総

一

け

て

お

り

ま

す

。

一

も
と
・
つ
い
て
、
今
年
九
月
れ
ま
で
の
児
童
を
お
持
ち
の
か
池
田
警
院

ロ
・
日
賀
は
が
き
を
十

一
月
十
五
日
か

選
挙
に
際
し
て
調
製
の
一

一十

五

日

現

在

で

調

製

し

た

た

は

も

れ

な
く
町
務
連

格

委

員

市

立

病

院

ロ

-m

ら

全

国

一

言

号

出
し
て
お

補
充
名
簿
の
登
録
資
格

一
一

縦

覧

期

間

一

一基

本

選

挙

人

名

簿

は

使

用

班

長
を
通
じ
調
査
表
を
回
付
い

竹

松

出

張

所

ロ

・

5

り

ま
す
。

者
と
ま
、

一
一1
1
0
I
l
il
i
a
-
-
i
j
o
l
-

-
↑

一
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

乙
の

た
し
ま
す
の
で
明
確
に
記
入
し

茸

瀬

出

蝦

附

ロ

・
6

市
内
各
郵
便
局
お
よ
び
切
手
類

乙
と
し
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
一
申
請
に
も
き
い
て
調
製
し
た
補
一
点
と
く
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

て

く

だ
さ
い
o

(

市

教

委

)

福

重

出

張

所

ロ

・
7

号

言

語

で

売

り

出

し
中

に
大
村
市
に
佳
附
を
定
め
た
人

一

.

司

会

i
一m

・

.

一
川

川
一
必
要
最
少
限
度
の
手
続
き
が
い
り

一

3

不
在
者
投
票
用
紙
等
の
請
一
閲
覧
場
附
は
、
大
村
市
選
挙
管
理

で

昭

和

十

五

年

十

一

月

一

日

ま

一

川

・

・

川

一

一

一

で
に
庄
れ
た
人
を
い
い
ま
す
o

一

川

不

在

者

投

票

の

制

度

を

止

ま

す

が

、

そ

れ

ほ

ど

面

倒

な

も

の

一

求

お

よ

び

投

票

場

所

一

委

員

会

事

務

局

と

な

っ

て

お

り

ま

一

，

J
;
-
J
l;
‘

:

l

J

川

一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
一
す
が
、
出
強
所
に
も
名
簿
の
抄

し
た
が
っ
て
そ
の
後
資

一

"

川

一

一

一

格
を
得
ら
れ
た
人
ゃ
、

一
…

利

用

で

き

ま

す

山
一
せ
っ
か
く
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す

一

務

局

(大
村

市

役

所

正

門

五

議

問
中
備
え
つ
け
ま
す
の
で

一

川

一か
ら
、
わ
か
ら
な
い
点
は
選
挙
管
一
前
)

一乙
れ
を
と
覧
に
な
っ
て
も
結
構
で

登
録
資
格
が
あ
っ
て
登

一
H

H

一

一

一

ぞ

れ

の

入

は

必

ず

主

J

至宝====-
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==-=
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E
委
員
会
事
務
局
長
た
ず
ね
の一
な
お
、

く
わ
し
い
こ
と
は
選
挙
管
一
す
。

(
市
選
挙
管
理
委
員
会
)

録

申

訴

を

し

な

け

れ

一
不
在
者
投
票
は
、
次
に
か
か
げ
る

歩

行

が

い

ち

ぢ

る
し
く
困
難

τ、
右
の
よ
う
な
宮
に
該
当
す
一
理
委
員
会
事
務
局

(電
話
一

O
四

ば
、
名
簿
に
登
録
さ
れ

一よ
う
な
事
由
に
よ
り
、
投
票

日

の

で

あ

る

と

き

。

一

る

場
合
は、

じ

ゅ

三
ん
活
用
し
一
二
番
ま
た
七
五
O
番
)
へ
お
間
合

な
い
と
と
に
な
り
ま
す
。

当

日
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
で

き

乙

の

場
合
は
、
指
定
さ
れ
た

一て
貴
重
な
一
百
討
を
行
使
い
た
し
ま
一
せ
く
だ
さ
い
。

な
い
選
挙
人
の
た
め
に
、
あ
ら

か

病

院

〔大
村
市
で
は
、
国
立

一
し
よ
う
。

じ
め
ん
訳
票
さ
せ
よ
う
と
す
る
制
度
大
村
病
院
、
同
松
並
分
病
棟

で
す

し

県

立

東

浦

病

院

、
市

立
病

院
)
に
入
院
中
ま
た
は
手

術
、
出
産
の
た
め
入
院
(
乙

の
場
合
の
病
院
は
ど
乙
の
病

院
で
も
よ
い
)
予
定
者
に
か

ぎ
り
ま
す
。

(在
宅
投
票
は

で
き
ま
せ
ん
。
)

ム
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
三
時

ま

で

(

保

険

衛

生

課

)

η
月
以
降
の
実
弾
射
撃

大
村
部
隊
で
実
施
す
る
実
弾

射
撃
の
十
二
月
以
降
三
月
ま
で

の
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

場
所
は
池
田
射
撃
場
で
す
。

〔
十
二
月
〕

1
1
3
日
・
5
I

8
日
・

W
J
打
日

〔
一
月
〕
川
J
幻
日

-
n
l
m

日

・

m
l同
日

〔
二
月
〕

1
t
A
日
・

6
l
n

日

・
m
J
m日
-
u
l
m日

〔
三
月
〕

1
1
h
F
臼

・

m
lお

日

-
U
I引
日

(
庶
務
課
)

国
民
年
金
の
受
付
け
が

十
月
一
円
か
ら
、
は
じ
ま
っ
て
い

ま
す
。

二
十
才
か
ら
五
十
四
才
ま

で
の
人
が
加
入
で
き
ま
す
。
は
い
‘

れ
な
い
人
は
会
社
、
工
場
、
官
公
一

庁
な
ど
で
働
い
て
い
る
人
で
職
場
一

の
年
金
に
は
い
っ
て
い
る
人
や
、
一

年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
で
す
。
一

そ
の
奥
さ
ん
あ
る
い
は
来
年
四
一

月

一
日
で
五
十
才
以
上
五
十
四
才一

ま
で
の
人
は
、
ご
本
人
の
希
望
に
一

よ
っ
て
は
い
れ
ま
す
。

は
や
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

J

羽
田
午
前
八
時
l
演
習
召
集
の
サ
イ
レ
ン

毎
日
午
後
八
時

L
ニ
+
秒
連
続

回

大
村
憶
報
電
話
局
で
は
自
動

電
話
へ
の
き
り
か
え
ユ
事
を
急

い
で
い
ま
す
が
、
工
事
も
順
調

に
進
み
来
年
三
月
中
旬
に
は
完

成
の
予
定
で
す
。

い
ま
ま
で
聞
話
を
お
申
込
み

に
な
っ
て
も
交
換
設
備
等
の
関

係
で
つ
け
る
乙
と
か
で
き
ず
、

み
な
さ
ん
に
迷
惑
を
か
げ
て
い

ま
す
が
、
自
動
電
話
へ
の
き
り
長
鮎
県
新
作
す
出
削
遊
説
則
本
部

か
え
が
お
わ
り
ま
す
と
、
来
年

で
は
、
門
松
代
用
カ
ー
ド
を
あ
っ

四
月
か
ら
新
規
筒
話
の
架
設
を
せ
ん
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
の

は
じ
め
ま
す
の
で
早
め
に
申
し
で
、
ご
希
望
の
か
た
は
十

一
月
二

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
十
七
日
ま
で
、
市
教
裏
員
会
社

申
込
先
は
大
村
配
地
報
寵
話
局
会
教
育
訓
へ
仰
レ
込
ん
で
く
だ
さ

営
業
係
(
官
話
八
二
O
番
)
へ
い
。
価
格
は

一
牧
三
円
の
一γ
定
で

な
お
、
情
話
取
付
料
は
つ
ぎ
の
す

と
お
り
で
す
。

で
す
が
大
村
市
内
で
売
り
さ
ば

く
数
量
は
四
十
二
万
四
平
枚
で

す。昨
年
早
く
売
り
切
れ
皆
さ
ん
に

と
話
惑
を
か
け
ま
し
た
が
、
今

年
も
早

r
r
り
切
れ
そ
う
で
ぢ

J

か
ら
単
自
に
お
買
い
よ
げ
r

だ

さ
い
。
(
大
村
郵
便
局
)

郵
便
物
の
名
あ
て

に
は
配
達
局
名
を

郵
便
物
の
名
あ
て
に
は
は
っ

き
り
つ
ぎ
の
よ
う
に
害
い
て
く

だ
さ
い
。
番
地
が
省
附
さ
れ
て

い
る
た
め
配
達
す
る
乙
と
が
で

き
ず
迷
子
に
な
る
郵
便
物
が
沢

山
あ
り
ま
す
。

差
出
人
の
住
所
も
は
っ
き
り

書
い
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
物
が
正
確
に
早
く
届
け

ら
れ
る
よ
う
に
ぜ
ひ
表
札
を
掲

出
し
て
く
だ
さ
い
。

切
手
類
売
さ
ば
き
所
で
金
属

板
の
家
族
表
札
(
定
価
八

O

円
)
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

0
0県
O
O局
区
内
O
O町

0
0
丁
目
O
O番
地
O
O万

新
規
電
話
の
加
入

申
込
み

単
独
電
話
の
場
合

H
電
信
屯

話
債
券
八
万
円
、
設
備
料
一
万

円
加
入
料
、
三
百
円
、
計
九
万

三
百
円

(
大
村
市
報
電
話
同
)

造
林
申
請
の
受
付

来
年
三
月
末
ま
で
に
楠
林
さ

れ
る
か
た
は
追
加
申
請
を
受
り

つ
け
ま
す
の
で
、
森
林
組
合
事

務
所
へ
十

一
月
二
十
日
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
の
際
、
苗
木
一
本
に

つ
き
二
円
以
上
の
予
約
金
と
印

鑑
を
も
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

伐
採
許
可
申
請
の
受
付

昭
和
三
十
五
年
度
中
に
伐
採

さ
れ
る
用
材
林
(
杉
三
十
六
年

以
内
、
槽
四
十
二
年
以
内
の
も

の
)
の
伐
採
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
印
鉱
を
も
っ
て
、
森
林
組

合
事
務
所
へ
十

一
月
三
十
日
ま

で
に
許
可
申
請
書
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

推
茸
種
恥
を
あ
っ
せ
ん

昨
茸
種
酌
の
打
ち
込
み
時
期

で
す
。
森
林
組
合
で
は
種
駒
を

あ
っ
せ
ん
し
ま
す
の
で
、
十
二

月
十
日
ま
で
に
森
林
組
合
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
r
。
価
格
は

一
コ
六
十
五
釦
で
す
。
(
原
木

の
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
二
十
セ
ン

チ
の
一
本
に
要
す
る
称
駒
は
平

均
七
J
八
コ
で
す
。
打
込
み
万

訟
な
ど
は
森
林
組
合
に
と
相
談

く
だ
さ
い
。
)
(
農
林
拡
)

門
松
代
作
力

l
ド
を

あ
っ
ゼ
ム
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ま
せ
ん
の
で
、
油
火
災
、
電
気
火
一る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
し
よ
う
。

災
等
の
特
殊
な
火
災
の
防
止
に
努
一

【
①
火
災
の
通
報
は
】

一

⑤
電
気
器
具
使
用
の
か
た
は
蛸
足

め
る
乙
と
な
ど
で
あ
り
ま
す
が
、
一

刊
局
電
話
の
無
番

(火
災
通
報

一

配
線
を
や
め
適
正
配
線
を
し
ま

火
災
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、
火
一

専
用
電
話
)
ま
た
は
消
防
本
一

し
よ
う
。

の
不
始
末
や
不
注
意
、
設
備
の
不
一

部
へ

(火
災
消
防
本
部
と
告
一⑤
引

火

し
易
い
油
類
の
近
く
で
一
四
O
二

三

五

古

賀

ウ

タ

調

訪

一
区

.
4

・
ー
そ
の
他

備
や
器
具
の
不
良
に
よ
る
も
の
で

一

げ

れ

ば
よ
い

)

一

火
の
取
扱
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
一
四
一

O
九

四

松
島

元

治

水
田
二
区
八
班

m
・
日
そ
の
他

あ
り
ま
す
。
寒
く
な
る
前
に
、
そ
一

同
市
外
商
話
の
と
こ
ろ
で
は
出
一

⑦
ガ
ス
類
の
元
栓
は
完
全
に
締
め
一
八

O
二
三
六

横
山

繁

一
久
津
二
八
七

日
・
ー
そ
の
他

一れ
ら
の
器
具
や
設
備
を
よ
く
調
べ

一

張
所
ま
た
は
サ
イ
レ
ン
を
設
一

ま
し

ょ

う

。

一

八

O
五
六一

杉
谷

ソ
メ
東
光
寺
七
O
五

4
・
l
転

出

め
、
消
防
計
画
を
作
成
し
て
消
一

一

一

一

一
て
安
全
を
確
か
め
る
よ
う
に
し
、
一

置
し
で
あ
る
分
団
詰
所
か
趨
一③
油
揚

の
際
油
に
火
が
入
っ
た

一

防
に
つ
い
て
の
施
設
の
整
備
や
一

ま
た
火
の
取
扱
い
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん

一

協

へ

一

ら
青
葉
か
塩
を
入
れ
る
か
座
布

一

第

五

団

長

崎

県

視

聴

一

こ

の
た
び
、

つ
ぎ
の
議
で
視

避
難
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
に
一
注
意
し
て
、

火
災
孟
さ
な
い
よ
一

②
寝
る
前
に

必
ず
火
の
元
を一

団
類
で
火
を
お
お
い
ま
し
ょ
う

一

覚

教

育

振

興

大

会

を

一

聴
覚
教
室
振
興
さ
せ
る
た
め
の

な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
避
難
施
ア
つ
に
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
一

疋
検
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一@
外
出
の

際
は
コ
タ
ツ
の

火

は

一

開

催

一

室
を
開
催
す
る
乙
と
に
但
り
ま

設
の
整
備
、
管
理
の
徹
底
、
避
一

一

一

一

一
し
た
の
で、

市
民
の
皆
さ
ん
多
数

一思
い
ま
す
。

一①
タ
バ
コ

の
吸
い
が
ら
を
無
造
一

安
全
か
ど
う
か
を
確
め
ま
し
ょ

一

-

難
訓
練
の
措
置
を
講
じ
て
避
難
一

一

一

一

県
、
市
教
育
安
員
会
で
ま
き
た一

の
ご
参
加
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

一
一
瞬
に
し
て
尊
い
空
命
や
財
宝
一
作
に
す
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
一
う
。
電
気
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
の一

l

一

救
助
態
勢
を
整
備
し
て
く
だ
さ
一

一

一

一

る
十
一
月
二
十
四
、

五
日
の
二
日一

一
を
奪
う
火
災
の
予
防
に
さ
ら
に

次

一

ょ

う

。

一

切

J
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
一

一マ
と
き
十
一
月
二
十
四
、
五
日

一

一

一

L

，o

一問
、
申
央
公
毘
館
で
、
第
五
凶
長
一

一の
乙
と
を
守
っ
て
ど
協
力
く
だ
さ一

①
子
供
の
火
容
を
や
め
さ
せ
ま
一
し
よ
う

(

市
消
防
毒
)一
崎
県
視
聴
覚
教
育
振
興
大
会
議

一

午
前
九
時
三
十
分

特
殊
火
災
の
防
止

一

!

?

ミ

;
;
;t3354y

一く
乙
と
に
な
り
ま

し

た

。

一

マ
と
乙
ろ

大
村
市
中
央
公
民
館

不
慮
の
火
災
に
警

、
あ
わ
一

一

西

洋

松

た

け

を

試

作

一民

日

航

都

市

町

向
紘
一

最
近、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
一
マ
内
容

鉱
山
河
訴
す
ほ
ザ
一ふ
れ
わ
U
上
U
U
十
割
引
一

成
績
が
よ
け
れ
ば
農
家
の
副
業
に

一日

目

白

号

官

邸
一
向刊
誌

詰

軒

純

一ム
全
体
討
議
「
各
地
区
、
団
体
学

に
消
防
法
の
規
定
に
基
づ
い
て一
電
気
器
具
類
は
、
国
民
生
活
が
向
一

市
で
は
乙
の
ほ
ど
市
営
農
場
で
一
く
ら
い
の
生
産
見
込
み、

価
格
も
一が
よ
け
れ
ば
農
家
の
副
業
と
し
て
一
げ
る
と
と
が
各
地
で
盛
ん
に
な
り

学
校
、
病
院
、
工
場
、
事
業

一上
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
普
及
も
一西
洋
松
茸
の
試
作
を
い
た
し
ま
し一

三
・
七
五
キ
ロ

で
生
食
用
七
百
1
一
奨
め

ス
担
え
や
す
。

(由回
付
額
)
つ
つ
あ
り
ま
す。

場
、
百
貨
居
、
興
業
場
、
一
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
半
面
取
扱一

た
。
乙
れ
は
堆
肥
和
利
用
し
防
空

そ
の
他
多
数
の
者
が
出
入
し、

一い
の
方
法
を
誤
っ
た
り
、

器
具
の

一壌
や
た
ば
乙
乾
燥
室
な
ど
で
手
軽

勤
務
し
、
ま
た
は
居
住
す
る
と
一不
良
や
配
線
の
不
完
全
か
ら
火
災
一

に
栽
培
で
き
、
政
量
も
三
・
一ニ一
中

乙
ろ
で
は
、

防
火
管
理
者
を
定
)
に
な
っ
た
例
も
近
年
少
な
く
あ
り
、
万
メ
ー
ト

ル
当
り
二
二
・
五
キ
ロ

昨
年
同
期
よ
り
七
件
増
加

(才265号)
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りよ(毎月 18.10日.zo臼発行)

肝

心

な

初

期

消

火

と

早

い

通

報

初
期
消
火
の
徹
底

と
敏
速
な
逼
報

「火
事
は
最
初
の
五
分
間
」

の
た
と
え
の
と
お
り
、
火
災
に

よ
る
被
害
を
最
少
限
度
に
と
ど

め
る
に
は
、

火
災
発
生
を
早
く

発
見
し
て
適
切
な
初
期
消
火
に

努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を

早
く
確
実
に
消
防
機
関
に
通
報

し
て、

火
災
の
拡
大
を
防
止
す

る
乙
と
が
肝
要
で
す
。

火
災
一
に
、
乙
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
寒
く
な

の
予
防
一る
に
つ
れ、

内
で
も
外
で
も
火
を

に
つ
い

一使
う
機
告
が
多
く
な
り
、
そ
れ
に

て
は
市
一
つ
れ
て
火
災
も
多
く
な
る
乙
と
が

民
の
皆
一予
制
さ
れ
ま
す
。

さ
ん
の
一

冬
の
火
災
多
発
期
の
火
災
を
防

ご
注
意
一
止
す
る
た
め
に
、

仁
も
か
一

十
一
月
二
十
六
日
か
ら

か
わ
ら
一

ず
、
本一

十
二
月
二
日
ま
で

年
一

月一

秋
の
+
国
火
災
予
防
遥
動
が
実
施

か
ら
十

一さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

月
末
ま
一乙
の
火
災
予
防
運
動
の
お
も
な
事

で
に
市

一
項
は

内
で
発

呈
し
た

火
災
は

二
十
三

件
、
損
害
舗
は
五
百
八
十
万
円
で

昨
年
同
期
に
比
べ
七
件
の
増
加
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

火
災
の
増
加

は
全
国
的
な
傾
削
で
あ
り
、
乙
と

避
難
救
助
態
勢
の

整
備表

彰
に
輝
く
教
育
功
労
者

栽 中 列 のの 三長 氏 あま 十 周十
培学山 11 翠 演合城乙 号 につ し 時年 三 市
実校 下 つ警奏唱 小 のお顕 た たか記局教詰 さ ぎ さ に学あ贈彰七がら念2の れ 、校と免状氏 、中式手妻
」 小 と たり大 、首 がに席央を教員
ι 教 今 おか ま村大楽ま 、表上公十育ム 芳三
ヒ 苔村 り た C小 村委 し 永彰教良一萎 で安
，h肩関 ( で は た 学 F1ヲがた回状育館月員 は 茎岳
山 か一 般 ず 11 。校生学 開。教が に で一 会 学 さP
林 Iv.11 称。写 長政 か 育故功行日発制 限
ニき 三 略 真 笛生 れ 委 人労な午足改 N-
十つ 浦 ) 前 隊 徒 、 員二の い 前八革 八 ‘

学 11 に 給 任 教 施育団 昭 路三 昭 ア 匝1
按鈴 長 尽 食 、委 ー 設友の和 中 に 浦和 城 竺!
設田 野 力二八 発 瀬に 会育ニ 山 も 背ニ 間 Jレ 年
備小 - 幼カ 足 ー も役成十 世か 年十 円 をごと

康 1尼 年と E 尽員指 四 肪 か研八 :/寄 =円
充中 之 誠間同 ( 力と導年盆わ修年 ネ 付 円子J

学( 育学 時 昭 しに以去ら所以 ( 今?
に 校 鈴 、校に 和 て 専 来詳ず諦来卒
協長田 社建 教通 保 念 地 主 主 恕 師 八 小 工ピ
カ雇大 会第育 り 髄と 区 支 切 と カ 川 二三
、と 里 教 、長 ) 体同青 H にし 年郷 て?

とし 郷 育学 に 11 育 時少む指て間
く て ) 等校就市 の に 年 11 導 速 、 11

に
学
校
保
健
、

教
育
の
向
上
に
献

身
的
に
努
力
、
該
校
が
健
康
優
良

校
と
な
っ
た
。

上
岡
市
次

(池
田
十
区
)
H

西
大
村
小
学
校
育
友
会
長
と
し
て

学
校
施
設
、
設
備
の
充
実
、
保
健

衛
生
教
育
の
向
上
に
献
身
的
に
努

力
生
垣
時
雄

(佐
世
保
市
)
日

母
校

(福
重
小
学
校
)
の
教
育
充

実
の
た
め
再
三
に
わ
た
り
、
施
設

設
備
等
を
寄
贈

故
田
中
亀
一

(水
田
町
)
日

生
前
三
十
五
年
間
、
学
校
教
育
に

尽
力
、
そ
の
間
各
種
の
要
職
に
つ

き
市
内
小、

中
学
校
の
発
展
に
努

力
故
田
中
博

(
池
田
郷
)
日
生

前
三
十
三
年
間
、
学
校
教
育
に
尽

力
、
そ
の
聞
各
種
要
職
に
つ
き
、

市
内
小
、
中
学
校
の
発
展
に
努
力

(
市
教
委
)

が
強
く
、
良
く
充
実
し
た
中
玉

と

一
O
J
一
一
一
勺
の
四
条
植
と
促
し、

耐
寒
性
を
摘
す
の
で
元

以
上
の
果
実
を
選
立
ま
し
ょ
う

④
二
十
日
以
降
は
三
日
お
く
い
た
し
ま
す
。

肥
重
点
に
施
し
ま
す
。

窒
素
は

収
穫
、
運
搬
等
取
り
扱
い
に
は

れ
る
ど
と
に
二
デ
シ
リ
ッ
ト
標
準
植
付
本
数
は

三
分
の
一

を
元
肥
に
三
分
の
こ

と
く
に
注
意
が
肝
心
で
す
。
ル

(約

一
合
)
づ
っ
播
種
量
水
田
H
二
万
五
干
J
一二
万

を

追

肥
と
し
て
、
と
く
に一

月

【石
灰
硫
黄
合
剤
の
散
布
】
H

な
お
、
果
梗

(
か
乙
う
)
は
を
増
す
乙
と

畑
H
三
万
J
三
万
五
千

中
に
集
中
的
に
施
用
い
た
し
ま

普
通
温
州
の
着
色
と
貯
蔵
中
の

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
短
く
切
る
乙
と

小

要
は
本
旬
ま
で
が
適
期
で

程
度
で
組
植
は
減
般
の
原
因
と
す
。
加
里
は
四
分
の
三
を
元
肥

閣
敗
防
止
を
兼
ね
て
牧
磁
前

一

が
大
切
で
す
。

ず
。

な

り

ま

す

。

こ

、
四
分
の
一
を
追
肥
と
い
た

』

【

定
植
】
作
条
を
切
り
、

自

t

一

土

一
週
間
ま
で
に
八

O
川
一
O

門

麦

】

門

甘

藷

】

の
根
も
と
を
つ
か
ん
で
押
し
込

し
ま
す

O

F
O
倍
械
を
散
布
し
ま
す

む
よ
う
に
し
て
二
四円
ン
位
の

一
【
元
肥
施
用
】
H
政
一
般
一
週
間

棟
一
安
の
播
一
種
適
期
は
す
ぎ
ま
し
貯
蔵
用
の
甘
藷
の
掘
り
取
り

深
さ
に
植
え
て
指
先
で
押
え
ま

時

前
ま
た
は
的
穫
前
後
に
有
機
質
ト
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(
土
地
の
状
況
等
に
よ
っ

ヤ

肥
料
を
主
体

会
了
四
割
)
に

川

主
，
M

A

川

て
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
心
掛

干

し
て
年
問
題

量

包
丁
四
割

一

貯

蔵

用

甘

し

ょ

は

川

け
る
乙
と
が
必
要
と
な
り
ま

一

議

し
ま
す
。

山

l

-V
J
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山

す
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一

今
年
は
成
年
の
樹
か
多
い
よ

…

2
し

で

頻

る

…

効

果

的
な
肥
料
の
詐

(
例
)

一

う
で
す
。
幾
分
多
目
に
施
し
ま

川

，

-

・

川

窒

素

成

分
H
一
ハ
・
七
五
斗

吟
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よ

う
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ロ

グ

ラ

ム

一

【
収
穫
】
日
豊
作
の
木
や
衰
弱

た

。
一
日
も
早
く
ま
き

終

る

よ

は
急
ぎ
ま
し
ょ
う
。
貯

蔵

適

燐

酸

u
一
五

2
グ
ラ
ム

一

し
て
い
る
木
は
、
な
る
べ
く
早
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
乙
れ
か
温
は

C
一
一ニ
ー
一

五
度
で

加
盟
成
分
H
一八

・
七
五
キ

~

く
か
ら
収
穫
を
は
じ
め
、
士

一
ら
播
か
れ
る
人
は
つ
ぎ
の
点
に

重

義

つ
よ
う
に
し
ま
し

ロ
グ
ラ
ム

一

月
上
旬
に
は
大
半
終
る
よ
う
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

ょ
う
。

堆
肥
の
量
日

一
、
一
二
五
キ

一
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
お
そ
ま
き
に
適
す
る
御
島

【
玉
ね
ぎ
】

ロ
グ
ラ
ム

-

貯
蔵
み
か
ん
は
貯
蔵
に
適
す

や
御
酎

を

ま

く

と

と

早

生

玉

ね
ぎ
の
定
植
は
十
一
月

石

灰

の
量
H
一
ご
了
五

る
も
の
を
選
ぶ
と
と
が
大
切
で

②
簡
易
整
地
で
描
き
つ
け
を
中
旬
、
中

・
晩
生
種
は
十
一
月

キ
ロ
グ
ラ
ム

す。

表
皮
に
傷
が
な
く
、
病
虫

急
ぐ
乙
と

中
旬
1
十
二
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
以
上
が
十
ア
ー
ル
当
り
の
施
肥

害
や
浮
皮
の
な
い
も
の
で
組
織

①
芽
出
し
ま
き
を
行
な
う
乙

に
、
昨
幅
一

三
五
円
ン

に
株
間
基
準
で
す
が
、
燐
酸
は
発
根
を

時
保
険
者
証
の
無
効
公
告

一

校
等
に
お
り
る
視
聴
覚
教
育
の

問
題
点
」

メ

モ
~ 

門
み
か
ん
】

‘ム
パ
ネ
ル
副
議
「
祝
聴
児
教
育
組

織
の
強
刊
、
施
政
設
備
の
充
実

と
濯
営
」

ム
自
作
教
材
、
人
形
げ
き
い
相
介

ム
教
材
民
一不一
H
十
六
ミ
り
、
八
ミ

リ
撮
影
硝
場

ム
優
良
映
幽
試

44H
一
九
六
O
年

映
幽
祭
じ
優
売
映
画
と
し
て
入

選
し
た
教
育
映
画

第
一
日

H
た
の
し
い
紙
工
作
、

故
郷
の
た
よ
り
、
い
な
か
ね

ず
み
と
ま
ち
ね
ず
み
、
黙
っ

て
い
て
は
い
け
な
い
、
黒
潮

L
 

J
F
 

第
二
日
H
え
ん
そ
く
、
機
械
文

明
の
騎
士
た
ち
、
庄
き
て
い

る
H
本
列
島
、
君
た
ち
は
ど

う
生
き
る

か

(
市
教
委
)

【
抽
苔
(と
う
立
ち
〉

の
原
因】

①
二

1
三
日
ど
ろ
の
卒
均
気

温

C
十
五
度
内
外
の
と

き
茎
の
直
経
が
一
セ
ン
チ

を
乙
え
る
と
拙
苔
の
原
因

と
な
る

②
苗
の
大
小
だ
け
の
問
題
だ

け
で
な
く
、
栄
養
状
態
が

大
い
に
関
係
す
る

①
窒
素
の
施
肘
前
期
を
栂
附

に
お
く
ら
す
と
小
苗
で
も

抽
苔
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

(と
く
に
冬
の
間
肥
え
切

れ
し
た
時
に
小
苗
で
も
拙

苔
ず
る
。
)

(
県
農
業
改
良
皆
川品
製
封
問
)


